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学
園
創
立
九
十
六
周
年
を
祝
い
記
念
式
典 

 

―
覚
王
山
日
泰
寺
で
は
物
故
者
法
要
営
む
― 

 

学
校
法
人
名
古
屋
電
気
学
園
が
大
正
元
年
（
一
九
一
二
年
）
に
名
古
屋
電
気

学
講
習
所
を
開
設
し
て
か
ら
今
年
で
九
十
六
年
を
迎
え
ま
し
た
。
九
十
六
周
年

を
祝
う
記
念
式
典
が
十
一
月
十
日
、
名
古
屋
市
千
種
区
の
愛
工
大
名
電
高
校
・

喬
徳
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
平
成
二
十
年
度
物
故
者
法
要
が
覚
王
山

日
泰
寺
で
し
め
や
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
。 

 

記
念
式
典
に
は
、
後
藤
淳 

理
事
長
、
後
藤
泰
之
愛
工
大 

学
長
ほ
か
学
園
役
員
、
永
年 

勤
続
者
、
学
園
各
設
置
校
の 

教
職
員
ら
が
出
席
。
後
藤
淳 

 

ま
た
、
覚
王
山
日
泰
寺
本 

堂
で
営
ま
れ
た
「
平
成
二
十 

年
度
学
園
物
故
者
法
要
」
に 

は
後
藤
淳
理
事
長
、
後
藤
泰 

之
学
長
ほ
か
学
園
、
各
設
置 

校
教
職
員
、
学
生
・
生
徒
、 

々
に
焼
香
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
理
事
長
ら
は
日 

泰
寺
近
く
に
あ
る
学
園
墓
地 

を
訪
れ
、
慰
霊
碑
の
前
で
手 

を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

遺
族
、
同
窓
会
、
後
援
会
関 

係
者
ら
が
出
席
。
読
経
の
流 

れ
る
中
、
出
席
者
が
こ
の
一 

年
間
に
亡
く
な
っ
た
十
一
人 

を
は
じ
め
学
園
関
係
の
物
故 

者
の
め
い
福
を
祈
っ
て
、
次 

理
事
長
が
学
園
の
歴
史
を
振 

り
返
り
、
学
園
発
展
の
た
め 

に
教
職
員
の
い
っ
そ
う
の
尽 

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
永
年
勤
続
者
表 

彰
が
行
わ
れ
、
後
藤
淳
理
事 

長
か
ら
勤
続
四
十
五
年
、
三 

十
五
年
、
二
十
五
年
、
十
五 

年
の
教
職
員
一
人
ひ
と
り
に 

賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま 

し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て 

大
学
の
成
田
国
朝
都
市
環
境 

学
科
教
授
が
「
今
後
と
も
学 

園
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と 

考
え
て
い
ま
す
」
と
謝
辞
を 

述
べ
ま
し
た
。
（
各
表
彰
者 

名
は
八
㌻
に
掲
載
） 

後藤淳理事長㊨から表彰を受ける永年

勤続者＝名電高校・喬徳館で 

しめやかに営まれた平成20年度物故

者法要＝覚王山日泰寺で 

名
古
屋
電
気
学
園
事
務
職
員
対
象
に
研
修
会
開
催 

 

平
成
二
十
年
度
の
名
古
屋 

電
気
学
園
事
務
職
員
研
修
会 

が
八
月
二
十
七
～
二
十
九
日 

の
三
日
間
、
八
草
キ
ャ
ン
パ 

ス
の 

号
館
四
階
で
開
か
れ 

ま
し
た
。
今
回
は
、
従
来
の 

講
師
ら
の
話
を
聞
く
の
で

は
な
く
、
職
員
が
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
テ
ー
マ
ご

と
に
自
由
に
意
見
を
出
し

合
い
、
課
題
や
対
策
な
ど

を
話
し
合
う
〝
ブ
レ
イ
ン

ス
ト
ー
ミ
ン
グ
〟
形
式
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

初
日
の
二
十
七
日
は
、

管
理
職
を
対
象
に
開
か
れ

ま
し
た
。
始
め
に
後
藤
淳

理
事
長
の
講
話
が
あ
り
ま

し
た
。
理
事
長
は
学
園
は

常
に
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
た
人
材
を
送
り
出
す
こ

と
を
使
命
に
し
て
き
た
が
、 

今
や
少
子
化
問
題
な
ど
学
園 

や
大
学
の
置
か
れ
た
状
況
は 

厳
し
い
と
述
べ
て
、
職
員
‐ 

と
り
わ
け
管
理
職
に
対
し
て 

知
恵
を
出
し
合
い
、
何
か
起 

き
た
時
に
「
私
な
ら
こ
う
し 

ま
す
」
と
、
進
ん
で
取
り
組 

む
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い 

‐
と
、
述
べ
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
参
加
者
は
五
グ 

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
決
め 

ら
れ
た
テ
ー
マ
ご
と
に
話 

し
合
い
、
終
了
後
に
各
グ 

ル
ー
プ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の 

討
議
内
容
を
発
表
し
ま
し 

た
。
「
休
学
・
退
学
者
を 

減
少
さ
せ
る
」
を
テ
ー
マ 

に
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、
留 

年
者
に
休
学
・
退
学
者
が 

多
い
と
い
う
デ
ー
タ
を
基 

に
、
対
策
と
し
て
▽
学
生 

の
ケ
ア
に
力
を
入
れ
る
▽ 

学
生
に
目
的
意
識
を
持
た 

せ
る
▽
経
済
的
支
援
‐
の 

提
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
中
堅
、
一
般
職
員 

を
対
象
に
し
た
研
修
会
も
グ 

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
管
理
職 

と
同
じ
テ
ー
マ
で
、
話
し
合 

い
ま
し
た
。 

  職員が知恵を出し合い学園、大 

  学の抱える課題解決の道を探る 
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新
キ
ャ
ン
パ
ス
建
設
へ 

 

意
見
聴
取
会
、
建
築
審
査
会
で
同
意
得
る

 

愛
工
大
の
「
名
古
屋
・
自
由
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
」
（
仮
称
）
建

設
に
対
す
る
意
見
聴
取
会
が
八
月
二
十
九
日
、
名
古
屋
市
千
種
区

の
自
由
ヶ
丘
小
学
校
で
開
か
れ
、
建
設
の
同
意
を
得
ま
し
た
。
建

築
審
査
会
で
も
同
意
を
得
て
、
建
設
へ
と
動
き
始
め
ま
し
た
。 

 

本
学
は
教
育
環
境
、
利
便 

性
な
ど
考
慮
し
名
古
屋
市
千 

種
区
自
由
ヶ
丘
の
市
有
地
を 

借
り
て
、
地
上
三
階
、
地
下 

二
階
の
校
舎
を
建
設
す
る
こ 

と
に
し
て
い
ま
す
。
建
設
地 

が
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地 

域
か
ら
、
建
築
基
準
法
第 

 

条
第 

項
の
た
だ
し
書
き
規 

定
に
基
づ
き
建
設
許
可
を
受 48

14

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
に
は
近
隣
関
係
者 

か
ら
の
意
見
聴
取
、
建
築
審 

査
会
の
同
意
が
必
要
と
な
り 

ま
す
。 

 

こ
の
日
の
意
見
聴
取
会
に 

は
、
市
の
ほ
か
建
設
地
境
界 

か
ら
五
十
㍍
内
の
住
民
、
土 

地
所
有
者
ら
の
近
隣
関
係
者 

二
十
八
人
と
大
学
側
か
ら
後 

藤
泰
之
学
長
、
稲
垣
愼
二
副 

学
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。 

市
の
担
当
課
に
よ
る
「
た
だ 

し
書
き
」
の
説
明
に
続
き
、 

後
藤
泰
之
学
長
が
自
由
ヶ
丘 

を
大
学
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に 

選
ん
だ
理
由
、
キ
ャ
ン
パ
ス 

の
規
模
、
施
設
内
容
に
つ
い 

て
説
明
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
市
、
大
学
側
と 

住
民
側
の
間
で
建
設
期
間
中 

の
工
事
騒
音
、
開
校
後
の
キ 

ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
不
法
駐
車 

対
策
な
ど
の
質
疑
応
答
が
あ 

り
、
最
後
に
近
隣
関
係
者
に 

挙
手
で
建
設
賛
否
を
問
い
ま 

し
た
。
投
票
権
の
あ
る
全
員 

が
、
条
件
付
き
を
含
め
賛
成 

で
し
た
。 

 

そ
れ
を
受
け
て
、
後
日
開 

か
れ
た
建
築
審
査
会
で
も
建 

設
同
意
を
得
ま
し
た
。 

自由ヶ丘キャンパスは 

 （キャンパスのイメージ図） 

  

  都心の大学キャンパスとして自然、教育環境に恵まれ、 

 来年４月に開設予定の経営学部経営学科（設置届出予定） 

 の２専攻が入ることになっています。新校舎には講義室や 

 研究室、ゼミ室などの「研究ゾーン」のほか、地域住民も 

 利用できるマルチメディア情報センター等の共用ラウンジ 

 などの設置を予定。校舎の周りには並木道を造り、学外の 

 緑とつながった地域のアメニティ空間とすることにしてい 

 ます。市営地下鉄名城線・自由ヶ丘駅に近く、地下鉄やバ 

 スなど公共輸送機関の利用もでき名古屋の中心地やＪＲ、 

 私鉄の各駅へのアクセスも良く、通学にも便利です。 

 大学、市、近隣関係者による意見聴取会 

進む開学５０周年記念事業 

 

来
年
迎
え
る
大
学
開
学
五
十
周
年
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

記
念
事
業
が
進
行
中
で
す
。
中
で
も
全
学
挙
げ
た
映
画
製
作
は

十
一
月
初
旬
に
撮
影
を
終
え
、
大
学
Ｏ
Ｂ
ら
に
向
け
た
情
報
誌

も
第
一
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。 

  映画 
築城せよ！ 

 

来
年
六
月
公
開 

に
向
け
製
作
中
の 

劇
場
用
映
画
「
築 

城
せ
よ
！
」
は
、 

十
月
二
十
七
日
と 

豊田市・鈴ヶ滝湖周辺に完成し

た段ボール城の前で教職員、学

生も出演し行われた撮影風景 

二
十
九
日
、
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
豊 

田
市
・
猿
投
地
区
の
鈴
ヶ
滝
湖 

周
辺
に
造
ら
れ
た
段
ボ
ー
ル
城 

（
石
垣
部
分
を
含
め
高
さ
二
十 

五
㍍
）
の
攻
防
シ
ー
ン
な
ど
を 

撮
り
終
え
て
、
十
一
月
一
日
に 

全
撮
影
を
終
え
ま
し
た
。 

 

映
画
は
、
戦
国
武
将
の
霊
に 

取
り
付
か
れ
た
町
役
場
職
員
が 

町
民
と
力
を
合
わ
せ
、
段
ボ
ー 

ル
の
城
を
造
る
と
い
う
ス
ト
ー 

リ
ー
。
古
波
津
陽
さ
ん
が
監
督 

で
片
岡
愛
之
助
さ
ん
、
海
老
瀬 

は
な
さ
ん
、
江
守
徹
さ
ん
、
阿 

藤
快
さ
ん
ら
俳
優
陣
に
加
え
、 

愛
工
大
生
が
役
者
か
ら
小
道
具 

製
作
ま
で
の
裏
方
を
務
め
た
の 

が
特
色
。
撮
影
は
八
草
キ
ャ
ン 

パ
ス
内
の
旧
本
部
棟
、
鈴
ヶ
滝 

湖
周
辺
な
ど
で
行
わ
れ
、
学
生 

以
外
に
教
職
員
も
エ
キ
ス
ト
ラ 

と
し
て
協
力
し
、
愛
工
大
開
学 

五
十
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念 

映
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

  情報誌 
第１号発行

 

愛
工
大 

周
年 

記
念
事
業
事
務
局 

は
十
月
、
大
学
Ｏ 

Ｂ
、
名
古
屋
電
気 

学
園
支
援
組
織
・
愛
名
会
、 

教
職
員
Ｏ
Ｂ
ら
を
対
象
に
し 

た
開
学
五
十
周
年
記
念
情
報 

誌
「
創
（
Ｓ
Ｏ
Ｕ
）
」
第
一 

号
を
発
行
し
ま
し
た
。
後
藤 

泰
之
学
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ほ 

か
「
築
城
せ
よ
！
」
特
集
、 

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
学 

園
各
設
置
校
紹
介
な
ど
話
題 

満
載
で
す
。
Ａ
４
サ
イ
ズ
、 

フ
ル
カ
ラ
ー
十
二
㌻
。 50

開学50周年

記念情報誌 
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六
月
に
開
催
さ
れ
た
「
日
本
接
着
学
会
」
総
会 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

で
、
山
田
英
介
応
用
化
学
科
教
授
が
副
会
長
、
尾 

 
 

 
 

 
 
 

之
内
千
夫
同
教
授
が
中
部
支
部
長
に
就
任
し
ま
し 

 
 

 
 

 
 
 

た
。
任
期
は
い
ず
れ
も
二
年
で
す
。 

 
 

 
 

 
 
 

 

学
会
は
、
接
着
・
粘
着
及
び
接
着
剤
・
粘
着
材 

 
 

 
 

 
 
 

に
関
す
る
技
術
向
上
、
普
及
に
寄
与
す
る
目
的
で 

 
 

 
 

 
 
 

一
九
六
四
年
十
一
月
に
設
立
さ
れ
、
会
員
は
約
二 

 
 

 
 

 
 
 

千
人
で
す
。
山
田
教
授
は
、
中
部
支
部
長
に
次
い 

で
の
副
会
長
就
任
で
、
学
会
内
で
の
表
彰
選
考
を
含
む
学
術
研
究
、 

年
会
な
ど
の
各
行
事
を
担
当
し
ま
す
。
「
若
手
会
員
が
減
っ
て
お
り 

魅
力
あ
る
学
会
づ
く
り
に
努
め
た
い
」
と
、
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し 

た
。
昨
年
五
月
か
ら
は
、
会
員
二
千
六
百
人
を
擁
す
る
「
社
団
法
人 

日
本
ゴ
ム
協
会
」
の
副
会
長
（
任
期
は
来
年
五
月
ま
で
）
も
務
め
て 

い
ま
す
。 

 

尾
之
内
教
授
は
、
中
部
支
部
長
と
し
て
中
部
地
区
総
会
、
若
手
研 

究
者
の
育
成
、
子
ど
も
向
け
啓
発
用
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
支
部
活
動
の 

ま
と
め
役
を
担
当
し
ま
す
。
「
学
会
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
努
め
、
会
員
減 

少
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

【
写
真
は
、
㊨
が
山
田
英
介
教
授
、
㊧
が
尾
之
内
千
夫
教
授
】 

 

野
村
健
太
郎
経
営
情
報
科
学
部
教
授
、
大
学
院
経
営
情
報
科
学
研 

究
科
長
が
、
国
際
会
計
研
究
学
会
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は 

二
〇
〇
八
年
八
月
か
ら
三
年
間
。
同
学
会
は
一
九
八
三
年
に
設
立
さ 

れ
、
現
在
、
大
学
教
員
ら
研
究
者
を
中
心
に
八
百
人
を
超
す
会
員
を 

擁
し
、
経
済
分
野
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
比
重
を
高
め
る
国
際
会
計
研 

究
に
取
り
組
み
、
近
年
は
日
本
で
も
来
年
か
ら
採
用
さ
れ
る
国
際
会 

計
基
準
を
重
点
に
研
究
し
て
い
ま
す
。 

 

野
村
教
授
は
学
会
設
立
か
ら
の
会
員
で
既
に
理
事
、
監
事
も
務
め
て
い
ま
す
。
今
回
の 

会
長
就
任
に
あ
た
り
「
今
後
、
国
際
会
計
基
準
の
啓
発
、
普
及
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
近 

年
、
経
済
発
展
が
目
覚
ま
し
い
中
国
、
韓
国
な
ど
の
各
学
会
と
の
交
流
や
、
地
方
活
性
化 

の
た
め
に
開
催
例
の
な
い
地
方
大
会
も
実
現
し
た
い
」
と
、
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

  

教
授
は
会
計
学
、
国
際
会
計
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
計
な
ど
専
門
で
、
現
在
、
大
学
総
長
補
佐
も
務
め 

め
て
い
ま
す
。
な
お
、
事
務
局
は
本
学
に
置
か
れ
ま
す
。
（
写
真
は
、
野
村
健
太
郎
教
授
） 

国際会計研究学会長 

                                         

  本学の入倉孝次郎地域防災研究センター客員教授が、「平成20年防災   

 功労者内閣総理大臣表彰」を受賞しました｡7月に受賞した「平成20年安   

 全功労者内閣総理大臣表彰」に続いての栄誉です。 

   防災功労者内閣総理大臣表彰は、毎年9月1日の「防災の日」にちなみ   

  防災思想の普及、防災体制の整備に尽力、災害時の防災活動で特に功績のあった個    

  人、団体に贈られます。地震学者で強震動地震学が専門分野の入倉客員教授は、地   

  震断層により生じる揺れを予測する「強震動予測レシピ」（入倉レシピ）を考案、    

  また､中央防災会議各専門調査会委員･文科省地震調査委員会委員として地震動予測       

  や防災体制構築などに貢献しました。表彰式は9月2日、首相官邸内で行われ、福田   

  康夫首相（当時）から表彰を受けました。 

   また、安全功労者表彰は、交通安全や火災予防など、国民の安全の確保について顕著な功績を   

  あげた個人、団体が対象。入倉客員教授は、強震動地震学の専門家などとして原子力発電所の設   

  計・安全評価など各種指針の策定・整備の検討に尽力。また、原子力安全委員会耐震安全性評価    

  別委員会委員長などを務め、原子力災害の防止や安全向上に貢献をしたことが認められました。      

   入倉客員教授は、京都大防災研究所所長、副学長等を歴任し現在、名誉教授で､2005年4月から   

  本学の地域防災研究センター客員教授を務めています。（写真は、入倉孝次郎客員教授） 

防災功労者内閣

総理大臣表彰 

日
本
接
着
学
会
副
会
長
・
支
部
長 

 

 

  酒井忠雄応用化学科教授を組織委  

員長とする第 回フローインジェクシ  

ョン分析国際会議と日本分析化学会フ 

ローインジェクション分析研究懇談会  

創立 周年記念講演会が9月28日-10月 

3日、愛工大･本山キャンパス、名古屋  

ガーデンパレスの両会場で開かれまし  

た。国内外の研究者約200人が参加し、化学分析の自動化、ミ 

フローインジェクション分析国際会議 

15

25

クロ化などテーマにした口頭発表44件とポスター発表121件の発表が行われました。酒井教授はフロー

インジェクション分析研究懇談会の活動、手嶋紀雄応用化学科准教授は、簡単にできる健康診断技術を

志向した呼気ホルムアルデヒドの分析に関する研究成果を発表しました。（写真は酒井忠雄教授） 
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研 

修
が
七
月
二
十
六
日
～
八
月 

十
日
ま
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ 

ア
・
シ
ド
ニ
ー
郊
外
の
ヴ
ィ 

ン
セ
ン
テ
ィ
ア
・
ハ
イ
ス
ク 

ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今 

回
の
参
加
者
は
男
女
生
徒
十 

四
人
で
、
現
地
の
家
庭
に
ホ 

ー
ム
ス
テ
イ
し
て
生
活
習
慣 

も
学
び
ま
し
た
。 

 

訪
問
中
学
は
二
～
三
年
ご 

学生、生徒の海外研修、交流活発 語 学 

研 修 

 

今
回
で
二
回
目
と
な
る
「
２
０
０
８ 

年
ア
メ
リ
カ
語
学
研
修
」
が
八
月
十
五 

日
～
九
月
五
日
ま
で
、
米
国
・
ワ
シ
ン 

ト
ン
州
の
エ
ド
モ
ン
ズ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ 

ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
男
女
学
生
十
四
人
が
参
加
し
、
現
地 

の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
、
語
学 

研
修
に
励
み
ま
し
た
。
午
前
は
日
常
生 

活
に
必
要
な
英
会
話
、
基
本
文
を
学
ぶ 

大 学 

Ｅ
Ｓ
Ｌ
で
英
会
話
力
ア
ッ
プ 

Ｅ
Ｓ
Ｌ
（
英
語
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
受
け
、
午
後
は 

研
修
ツ
ア
ー
で
シ
ア
ト
ル
市
内
の
観
光
を
楽
し
み
ま
し 

た
。
こ
の
中
に
は
、
名
電
高
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
イ
チ
ロ
ー 

選
手
が
活
躍
す
る
シ
ア
ト
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
試
合
観
戦 

や
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
航
空
機
製
造
工
場
見
学
な
ど
も
含 

ま
れ
、
学
生
に
は
実
り
あ
る
語
学
研
修
で
し
た
。 

 

【
写
真
は
、
㊨
が
充
実
の
授
業
風
景
㊧
が
エ
ド
モ
ン 

 

ズ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
前
の
参
加
者
】 

高 校 

各
国
の
生
徒

と
交
流
促
進 

中 学 

ブ
ー
メ
ラ
ン
絵
付
け
な
ど
で
先
住
民
文
化
を
学
ぶ 

 

生
徒
十
六
人
が
七
月 

二
十
一
日
～
八
月
五
日 

ま
で
、
カ
ナ
ダ
・
バ
ン 

ク
ー
バ
ー
の
ブ
リ
テ
ィ 

ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア 

大
学
で
開
か
れ
た
カ
ナ 

ダ
語
学
研
修
に
参
加
し 

ま
し
た
。 

写真は、各国の生徒と記念写

真に収まる語学研修参加者ら 
 

生
徒
ら
は
大
学
内
の
語
学 

研
修
機
関
に
在
籍
し
、
世
界 

か
ら
集
ま
っ
た
約
五
百
人
を 

超
す
生
徒
と
一
緒
に
学
び
ま 

し
た
。
各
国
の
生
徒
と
英
語 

の
授
業
な
ど
を
通
し
て
交
流 

写真は、ブーメランの絵付けに

挑戦する生徒ら 

を
深
め
る
一
方
、
ウ
ィ
ス
ラ 

ー
マ
ウ
ン
テ
ン
な
ど
カ
ナ
ダ 

の
自
然
を
満
喫
し
、
充
実
し 

た
十
六
日
間
の
研
修
を
過
ご 

し
ま
し
た
。 

と
に
変
わ
っ
て
お
り
、
今
年 

の
ヴ
ィ
ン
セ
ン
テ
ィ
ア
・
ハ 

イ
ス
ク
ー
ル
は
、
例
年
以
上 

に
生
徒
間
の
交
流
が
活
発
で 

し
た
。 

 

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

先
住
民
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
伝 

統
的
な
ダ
ン
ス
に
参
加
し
た 

り
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
絵
付
け 

を
通
し
て
絵
文
字
の
意
味
を 

学
び
、
生
徒
に
は
貴
重
な
体 

験
と
な
り
ま
し
た
。 

国 際 

交 流 
名電高

訪中団 

南
京
市
第
九
中 

学
を
親
善
訪
問 

 

教
職
員
三
人
、
生
徒
八
人 

か
ら
な
る
訪
中
団
（
団
長
・ 

若
杉
和
彦
事
務
長
）
が
七
月 

二
十
二
日
～
二
十
六
日
ま
で 

愛
工
大
姉
妹
校
の
東
南
大
学 

（
中
国
・
南
京
市
）
の
附
属 

中
高
一
貫
校
南
京
市
第
九
中 

学
を
訪
問
し
ま
し
た
。
二
十 

二
日
午
後
、
中
学
に
到
着
し 

た
一
行
は
、
待
ち
受
け
て
い 

た
王
伏
才
校
長
ら
学
校
関
係 

者
の
温
か
い
歓
迎
を
受
け
ま 

し
た
（
写
真
㊧
）
。 

 

二
十
四
日
に
は
、
同
中
で 

中
国
切
り
絵
授
業
、
第
九
中 

生
徒
と
の
交
歓
会
に
参
加
し 

て
、
生
徒
同
士
の
交
流
の
輪 

を
広
げ
ま
し
た
。
帰
途
、
上 

海
市
に
も
立
ち
寄
り
、
市
内 

見
学
や

上
海
雑

技
団
の

シ
ョ
ー

を
楽
し

み
ま
し

た
。 
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  各分野での生徒の成果光る 

愛
工
大
附
中
ロ
ボ
ッ
ト
部
員
が
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大
会
で
優
勝 

 

愛
工
大
附
属
中
学
校
中
高
一
貫
コ
ー
ス
の
高
校
三
年
生
、
稲
森

太
一
君
が
初
出
場
で
七
月
十
五
日
～
十
九
日
ま
で
中
国
・
蘇
州
で

開
催
さ
れ
た
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
０
８
蘇
州
世
界
大
会
」
で
世
界

一
に
輝
き
ま
し
た
。 

 

稲
森
君
は
、
蘇
州
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
ロ
ボ
カ 

ッ
プ
２
０
０
８
蘇
州
世
界
大
会
」
の
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
キ
ュ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
カ
ン
ダ
リ
部 

門
（
対
象
は
十
五
歳
以
上
十
九
歳
以
下
）
に
初
め
て
出
場
し
ま
し
た
。
同
競
技
に
は
、
日 

本
、
英
国
、
ド
イ
ツ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
な
ど
計
二
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
。
自
律
型
ロ
ボ 

ッ
ト
に
取
り
付
け
た
各
種
セ
ン
サ
ー
を
駆
使
し
、
障
害
物
な
ど
各
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が 

ら
被
災
者
に
見
立
て
た
銀
、
緑
の
シ
ー
ル
を
見
つ
け
、
得
点
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

 

稲
森
君
は
チ
ー
ム
「
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｙ
！
！
」
（
チ
ー
ム
は
本
人
だ
け
）
の
チ
ー 

ム
名
で
、
ド
イ
ツ
チ
ー
ム
「
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｕ
ｓ
」
と
ペ
ア
に
な
り
、
四
百
点
満
点
中
三
百
八 

十
三
点
を
獲
得
し
て
マ
ル
チ
チ
ー
ム
部
門
で
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。 

 

稲
森
君
は
五
月
三
日
～
五
日
、
静
岡
県
・
沼
津
市
民 

体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ 

ン
２
０
０
８
沼
津
」
で
、
関
西
の
選
手
と
チ
ー
ム
を
組 

み
二
位
に
入
り
、
世
界
大
会
の
出
場
権
を
手
に
し
ま
し 

た
。
中
学
一
年
の
時
に
参
加
し
た
愛
工
大
の
イ
ベ
ン
ト 

「
ま
る
ご
と
体
験
ワ
ー
ル
ド
」
で
興
味
を
も
ち
、
附
中 

の
ロ
ボ
ッ
ト
部
に
所
属
す
る
傍
ら
、
愛
工
大
本
山
オ
ー 

プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
少
年
少
女
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
に
参
加
し 

て
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作
や
操
作
の
腕
を
磨
い
て
き
ま
し 

た
。 

   

ま
た
、
稲
森
君
を
数
年
間
に
わ
た
り
指
導
し
て
い
る
愛
工
大
の
水
野
勝
教
情
報
科
学
科 

准
教
授
は
、
今
回
の
世
界
大
会
で
審
判
と
し
て
活
躍
、
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
キ
ュ
ー
の
国
際
委 

員
会
技
術
委
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

【
写
真
は
、
㊨
が
世
界
大
会
で
優
勝
し
た
稲
森
太
一
君
＝
愛
工
大
附
中
で
㊧
が
世
界
大 

会
で
ペ
ア
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
チ
ー
ム
の
「
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｕ
ｓ
」
と
表
彰
台
の
稲
森
君
＝
中
国 

・
蘇
州
で
】 

 

 

国内外の大会で大活躍－名電高相撲部 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

主
将
の
神
山
達
哉
君
（
普
通
科
三
年
、
写 

真
㊨
）
が
、
七
月
二
十
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ 

ン
パ
ウ
ロ
市
で
開
催
さ
れ
た
「
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
百
周
年 

記
念
相
撲
大
会
」
に
出
場
、
南
米
選
手
権
大
会
で
優
勝
し
ま 

し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
相
撲
連
盟
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
全
国
高 

校
体
育
連
盟
相
撲
専
門
部
が
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
高
校 

生
を
選
抜
し
て
同
大
会
へ
派
遣
し
ま
し
た
。
神
山
君
は
、
三 

月
の
第
五
十
九
回
全
国
高
校
相
撲
選
抜
大
会
個
人
の
部
で
準 

優
勝
し
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
南
米
選
手 

権
大
会
で
は
決
勝
に
勝
ち
進
み
、
同
じ
遠
征
代
表
の
信
越
ブ 

ロ
ッ
ク
代
表
を
破
り
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。 

  
 

 
 

 

部
員
の
吉
田
圭
佑
君
（
普
通
科
二
年
、
写 

真
㊥
）
が
七
月
二
十
九
日
～
三
十
一
日
、
埼 

玉
県
秩
父
市
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ 

た
平
成
二
十
年
度
全
国
高
校
総
体
相
撲
競
技
大
会
に
出
場
、 

個
人
戦
で
優
勝
、
高
校
生
横
綱
に
輝
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
八
月
二
日
、
三
重
県
伊
勢
市
の
伊
勢
神
宮
で
行
わ 

れ
た
第
三
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
体
重
別
選
手
権
大
会
で
は
、 

神
山
君
が
八
十
㌔
～
百
㌔
級
未
満
で
優
勝
、
吉
田
君
が
百
㌔ 

超
級
で
三
位
。
八
月
三
日
、
大
阪
府
堺
市
大
浜
公
園
相
撲
場 

で
行
わ
れ
た
第
九
回
西
日
本
選
抜
女
子
相
撲
大
会
で
は
加
古 

若
菜
さ
ん
（
附
中
二
年
、
写
真
㊧
）
が
重
量
級
で
準
優
勝
― 

と
い
う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。 

  
 

 

十
月
十
一
日
、
エ
ス
ト
ニ
ア
・
ラ
ク
ベ
ェ 

レ
市
で
行
わ
れ
た
第
九
回
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選 

手
権
に
神
山
君
と
吉
田
君
が
、
日
本
代
表
で
出
場
。
二
人
は 

団
体
戦
に
出
場
し
決
勝
で
エ
ジ
プ
ト
を
破
り
、
優
勝
し
ま
し 

た
。
吉
田
君
は
個
人
戦
無
差
別
級
で
も
準
優
勝
し
ま
し
た
。 

同
時
開
催
の
第
一
回
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
選
手
権
に
は
加
古 

さ
ん
が
団
体
戦
に
中
堅
で
出
場
、
三
位
に
入
り
ま
し
た
。 

高
校
総
体
個
人
戦
で
高
校
生
横
綱
に 

南
米
選
手
権
大
会
で
優
勝 

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
で
優
勝 

本
学
教
員
、
国
際
委
員
会
技
術
委
員
に 
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 秋を彩る名古屋電気学園各設置校の学

祭がそれぞれのキャンパスなどで開か

れ、各会場ともアイデアや趣向、学生、

生徒らの情熱にあふれ、盛況でした。 

ま
ん
ぷ
く 

 

「
ま
ん
ぷ
く
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
第
四
十
八 

回
愛
工
大
祭
が
十
月
十
一
、
十
二
日
を
中
心
に 

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。
開
学
五 

十
周
年
記
念
事
業
の
劇
場
用
映
画
「
築
城
せ
よ 

！
」
に
絡
む
出
し
物
、
人
気
の
「
工
科
展
」
、 

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ 

ン
ト
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
彩
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
大
学
祭
は
、 

主
会
場
の
セ
ン
ト
ラ
ル 

パ
ー
ク
で
の
同
好
会
な 

ど
の
模
擬
店
、
フ
リ
ー 

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
特
設
ス 

テ
ー
ジ
で
の
ダ
ン
ス
フ 

ェ
ス
タ
、
お
笑
い
ラ
イ 

ブ
な
ど
計
二
十
四
の
企 

画
が
祭
り
を
盛
り
上
げ 

ま
し
た
（
写
真
㊤
）
。 

 

中
で
も
工
科
系
の
大
学
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
各 

研
究
室
や
同
好
会
な
ど
の
研
究
成
果
を
集
め
た 

「
工
科
展
」
（
愛
和
会
館
内
）
に
は
、
人
力
飛 

行
機
同
好
会
な
ど
九
団
体 

が
出
展
。
古
橋
研
究
室
の 

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
型
ロ
ボ 

ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
Ａ 

Ｉ
Ｔ
鉄
人
４
号
、
鳥
人
間 

コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
た 

人
力
飛
行
機
同
好
会
の
機 

体
が
来
場
者
の
注
目
を
集 

め
て
い
ま
し
た
。
十
一
日 

行
わ
れ
た
審
査
（
写
真
㊨
）
で
、
自
律
走
行
二 

輪
車
か
ら
垂
直
離
陸
着
・
テ
ィ
ル
ト
ロ
ー
タ
ー 

機
の
研
究
に
乗
り
出
し
た
渡
辺
研
究
室
が
優
勝 

し
ま
し
た
。 

会
場
に
は
後 

藤
淳
理
事
長 

・
総
長
（
写 

真
右
か
ら
２ 

人
目
）
も
訪 

れ
、
展
示
品 

を
見
て
回
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、 

号 

館
前
で
は
、
段 

ボ
ー
ル
の
ミ
ニ 

安
土
城
が
、
建 

築
研
究
会
の
メ 

10

ン
バ
ー
の
手
で
組
み
立
て
ら 

れ
ま
し
た
。
映
画
「
築
城
せ 

よ
！
」
の
主
舞
台
と
な
っ
た 

段
ボ 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

ー
ル 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

城
の 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

建
築 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

研
究 

も
兼
ね
て
研
究
会
が
畳
大
の 

段
ボ
ー
ル
約
千
二
百
枚
を
使 

い
製
作
。
こ
の
日
、
各
層
別 

に
作
っ
て
き
た
天
守
閣
な
ど 

二
層
か
ら
な
る
高
さ
四
・
一 

㍍
の
城
を
組
み
立
て
、
披
露 

し
ま
し
た
（
写
真
は
、
城
と 

研
究
会
メ
ン
バ
ー
ら
）
。 

 

こ
の
ほ
か
、
ミ
ニ
講
義
、 

個
別
相
談
や
研
究
施
設
公
開 

か
ら
な
る
「
秋
季
オ
ー
プ
ン 

キ
ャ
ン
パ
ス
」
も
十
一
日
開 

か
れ
、
高
校
生
、
保
護
者
で 

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

 

九
月
十
九
日
、
講
堂
兼
体
育
館
・
喬
徳
館
や
教
室
、
一
階 

中
庭
の
光
の
庭
を
会
場
に
開
か
れ
、
生
徒
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し 

た
。
台
風
接
近
と
い
う
こ
と
で
今
回
は
、
午
前
だ
け
の
開
催
と
な 

り
ま
し
た
。
喬
徳
館
で
は
各
ク
ラ
ス
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
ダ
ン
ス 

や
生
徒
有
志
に
よ
る
初
の
バ
ン
ド
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ク
ラ
ス
や
各
部
で
企
画
し
た
迷
路
、
お
化 

け
屋
敷
、
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
着
て
変
身
に
挑 

戦
す
る
コ
ス
プ
レ
館
の
ほ
か
、
安
土
城
の
模 

型
を
展
示
し
た
「
築
城
！
！
」
な
ど
、
保
護 

者
も
楽
し
め
る
出
し
物
が
各
教
室
を
会
場
に 

開
か
れ
、
ど
こ
も
に
ぎ
や
か
な
歓
声
に
包
ま 

れ
て
い
ま
し
た
＝
写
真
。
北
校
舎
多
目
的
ホ 

ー
ル
で
は
恒
例
の
「
の
ど
自
慢
大
会
」
も
あ 

り
、
生
徒
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
熱
演
。
光
の
庭 

で
は
、
生
徒
会
企
画
の
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
、
生
徒
の
作 

る
「
み
た
ら
し
団
子
」
店
に
、
長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。 

 

新
校
舎
建
設
中
か
ら
、
今
年
は
名
古
屋
市
昭
和
区
鶴
舞
の 

市
公
会
堂
・
大
ホ
ー
ル
を
主
会
場
に
九
月
二
十
日
、
開
か
れ
ま
し 

た
。
午
前
中
は
中
高
一
貫
コ
ー
ス
の
中
学
生 

に
よ
る
環
境
問
題
、
差
別
を
主
題
に
し
た
弁 

論
発
表
、
ク
ラ
ス
対
抗
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル 

が
行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。
午
後
か
ら
は
同 

じ
く
高
校
生
に
よ
る
ク
ラ
ス
企
画
で
、
「
桃 

浦
真
赤
物
語
」
の
劇
や
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露 

さ
れ
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
ま
た
、 

公
会
堂
内
で
は
生
徒
や
教
員
の
作
っ
た
焼
き 

物
、
歴
史
上
の
人
物
調
べ
な
ど
社
会
、
理
科 

の
夏
休
み
課
題
作
品
、
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大
会
で
、
優
勝
し
た
稲 

森
太
一
君
（
中
高
一
貫
コ
ー
ス
高
校
三
年
）
の
所
属
す
る
ロ
ボ
ッ 

ト
部
、
写
真
部
な
ど
の
作
品
展
示
も
あ
り
ま
し
た
。 

名電 

高校 

輝
け
自
分 

愛 

名
電
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

団
結
力 

附属 

中学 

愛 工 

 大 

 

ミニ安土 

城を製作 
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大学 

ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
の
秋
を
満
喫 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

学
生
、
教
職
員
ら
参
加
の
第
二
十
八
回
愛
工
大
駅
伝
大 

 
 

 

会
が
十
一
月
七
日
、
紅
葉
に
彩
ら
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
を
回 

 
 

 

る
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
旧
本
部
棟
前
で
開
か
れ
た 

開
会
式
で
は
、
後
藤
泰
之
学
長
が
「
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発 

揮
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
、
参
加
者
を
代
表
し
て
昨 

年
の
「
選
手
権
の
部
」
で
優
勝
し
た
硬
式
テ
ニ
ス
部
の
遠
藤
亮
太 

君
（
経
営
学
科
一
年
）
が
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。 

 

駅
伝
は
、
学
長
に
よ
る
ピ
ス
ト
ル
の
音 

を
合
図
に
、
四
十
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
た 

「
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ス
の
部
」
で
ス
タ
ー
ト 

（
写
真
㊤
）
。
奇
抜
な
衣
装
姿
の
学
生
ら 

も
い
て
、
応
援
す
る
人
た
ち
の
目
を
楽
し 

ま
せ
て
い
ま
し
た
。
続
く
「
学
科
・
専
攻 

交
流
の
部
」
に
は
、
教
職
員
も
参
加
し
研 

究
室
の
学
生
ら
の
声
援
を
受
け
、
力
走
し 

ま
し
た
。
最
後
の
「
選
手
権
の
部
」
は
、 

実
力
ぞ
ろ
い
の
チ
ー
ム
が
出
場
し
ハ
イ
レ 

ベ
ル
な
走
り
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

    

体
育
祭
が
九
月
二 

十
六
日
、
日
本
ガ
イ
シ
ホ
ー 

ル
（
名
古
屋
市
南
区
）
で
行 

わ
れ
、
生
徒
ら
が
各
種
目
に 

心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま 

し
た
。
今
回
は
、
新
校
舎
が 

建
設
中
か
ら
名
電
高
校
と
同 

じ
会
場
で
開
催
。
開
会
式
で 

横
地
徹
校
長
か
ら
「
日
ご
ろ 

生徒らのチームワークで競

い合う「大玉送り競技」 

綱
引
き
な
ど
６
種
目
で
競
い
合
う 

中学 

の
練
習
の 

成
果
を
発 

揮
し
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
を
受
け
た
後
、
中
高
一
貫
コ
ー
ス 

の
生
徒
ら
は
、
中
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
含
む
五
グ
ル
ー
プ
に
分 

か
れ
六
種
目
で
競
い
合
い
ま
し
た
。
最
初
に
行
わ
れ
た
「
ガ
イ
シ 

フ
ラ
ッ
グ
」
は
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
う
つ
伏
せ
に
寝
た
状
態
か 

ら
合
図
と
同
時
に
飛
び
起
き
、
ゴ
ー
ル
地
点
の
旗
を
奪
い
合
う
競 

技
で
す
。
選
手
は
少
な
い
旗
を
奪
い
合
お
う
と
、
勢
い
よ
く
走
り 

込
ん
で
く
る
た
め
迫
力
満
点
で
し
た
。 

 

ま
た
、
綱
引
き
で
は
、
中
学
生
、
高
校
生
別
に
分
か
れ
、
ピ
ス 

ト
ル
の
音
と
同
時
に
、
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
綱
を
引
っ
張
っ
て
い 

ま
し
た
。
大
玉
送
り
競
技
も
綱
引
き
同
様
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発 

揮
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。 

 

  

九
月
二
十
五
日
、
日
本
ガ
イ
シ
ホ
ー
ル
（
名
古
屋
市 

南
区
）
で
体
育
祭
が
行
わ
れ
、
全
校
生
徒
が
六
ブ
ロ
ッ 

ク
に
分
か
れ
て
、
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
ゴ 

ー
ル
地
点
の
旗
を
奪
い
合
う
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ
グ
や
男
女
別
ブ 

ロ
ッ
ク
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
観
客
席
の 

応
援
団
も
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り 

ま
し
た
。 

 

二
人
三
脚
の
借
り
物
競
走
は
、
借
り 

物
の
衣
装
な
ど
ま
と
っ
た
生
徒
ら
の
ユ 

ー
モ
ラ
ス
な
格
好
が
、
笑
い
を
誘
っ
て 

い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
玉
入
れ
」
は
、 

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
三
十
人
ず
つ
一
組
と 

な
っ
て
出
場
、
競
い
合
い
ま
し
た
が
、 

選
手
は
全
員
女
生
徒
と
あ
っ
て
盛
り
上 

が
り
、
広
い
ホ
ー
ル
も
一
段
と
明
る
い
歓
声
と
熱
気
に
包
ま
れ
て 

い
ま
し
た
。 

 

【
写
真
は
、
「
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ
グ
」
で
旗
め
が
け
て
猛
ダ
ッ
シ 

 
ュ
す
る
選
手
ら
】 迫

力
満
点
の
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ
グ 

高 校 

吹奏学部＆OBOGバンド ジョイントコンサート 

素晴らしい演奏で、聴衆を魅

了した名電高吹奏楽部の演奏 

 

「
吹
奏
楽
部
＆
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ 

バ
ン
ド
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ 

ー
ト
～
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ 

ｃ
ｏ
ｍ 

ｉ
ｎ
ｇ
」
が
十
月
十
八
日
、 

名
古
屋
市
熱
田
区
の
名
古
屋 

国
際
会
議
場
・
白
鳥
セ
ン
チ 

ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま 

し
た
。
今
年
で
創
部
五
十
三 

年
の
同
部
は
、
全
国
ト
ッ
プ 

レ
ベ
ル
で
全
日
本
吹
奏
楽
コ 

ン
ク
ー
ル
常
連
校
と
し
て
も 

知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
「
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ 

ｃ 

ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｇ
」
の
テ
ー
マ
に 

合
わ
せ
Ｏ
Ｂ
と
の
ジ
ョ
イ
ン 

ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
。
伊 

藤
宏
樹
教
諭
と
同
部
出
身
の 

指
揮
者
寺
島
康
朗
氏
の
指
揮 

で
、
現
役
、
Ｏ
Ｂ
の
順
で
演 

奏
。
こ
の
後
、
伊
藤
教
諭
指 

揮
で
「
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ 

 

Ｓ
Ｅ
Ａ
」
な
ど
を
合
同
演
奏 

し
詰
め
か
け
た
名
電
生
徒
、 

保
護
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

競
演
で
聴
衆
を
魅
了 

紅
葉
の
中
、
駅
伝
大
会
開
催 
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愛
知
工
業
大
学
は
来
年
、
開

学
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
人

に
例
え
れ
ば
ま
さ
に
働
き
盛
り

と
言
え
ま
す
▼
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
様
々
な
周
年
記
念
事
業

と
な
り
躍
動
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
に
映
画
製
作
が
あ
り
ま

す
▼
「
築
城
せ
よ
！
」
で
す
。

ロ
ケ
は
大
学
と
豊
田
市
・
猿
投

温
泉
・
鈴
ヶ
滝
湖
周
辺
を
メ
ー

ン
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
も
注

目
さ
れ
た
の
は
、
学
生
が
全
面

的
に
参
加
し
た
こ
と
と
い
え
ま

す
▼
そ
の
背
景
に
は
、
学
長
の

「
映
画
は
学
生
の
も
の
づ
く
り

の
教
育
の
場
に
な
る
」
と
の
思

い
が
、
学
生
参
加
の
道
を
開
き

ま
し
た
▼
城
の
石
垣
や
大
広
間

と
い
う
小
道
具
製
作
、
照
明
手

伝
い
な
ど
の
裏
方
か
ら
エ
キ
ス

ト
ラ
、
役
者
ま
で
映
画
の
あ
ら

ゆ
る
こ
と
に
携
わ
り
ま
し
た
▼

マ
ス
コ
ミ
に
も
機
会
あ
る
ご
と

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
話
題
を
集

め
ま
し
た
▼
ロ
ケ
も
十
一
月
始

め
に
す
べ
て
の
撮
影
を
終
え
、

キ
ャ
ン
パ
ス
は
元
の
静
け
さ
に

戻
り
ま
し
た
。
映
画
公
開
は
開

学
五
十
周
年
の
年
、
来
年
六
月

の
予
定
▼
映
画
づ
く
り
に
参
加

し
、
や
り
遂
げ
た
こ
と
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
生
に
お
金
で
買
え

な
い
も
の
を
残
し
ま
し
た
▼
そ

れ
は
社
会
に
踏
み
出
し
た
時

に
、
初
め
て
分
か
る
と
思
い
ま

す
。 

 
 
 

 
 

 

（
久
） 

 

編
集
後
記 

愛名会 

便り 元中部経済産業局長迎え講演会 

            

 

 

 

        名古屋電気学園の支援組織・愛名会と中部産 

       業連盟共催の「平成 年度講演会」が 月４日 

       に名古屋市中区の名古屋国際ホテルで開かれま 

       した。 

        講師は、細川昌彦元中部経済産業局長。「鳥 

       の目で見る地域経営」と題し、持論の「グレー 

 ター・ナゴヤ」を展開し、今や人、モノの流れ 

 は地域や国を越えて広がっており、日本もシン 

 ガポールや香港などのように人材や企業を呼び 

 込みマーケットを拡大しないと、立ち遅れてし 

 まうと力説。そのためには世界から人を呼び込 

  める国際会議の誘致やビジネスマンの集まる最低でも 万 

  平方㍍の国際見本市会場が必要と、話しました。 

   講演会には、後藤淳理事長、神尾隆愛名会会長ほか会員 

  企業ら約200人が出席し､細川氏の話に熱心に耳を傾けてい 

  ました。 

20 11

10

写 真 は、講

演する細川

元中部経済

産業局長 

永
年
勤
続
表
彰
者 

【
勤
続
四
十
五
年
】
一
人 

（
高
校
）
教
諭
・
菅
井
善
章 

【
勤
続
三
十
五
年
】
六
人 

（
大
学
）
工
学
部
都
市
環
境
学
科 

教
授
・
成
田
国
朝
▽
同
・
小
池
幸 

男 （
高
校
）
教
諭
・
遠
藤
喜
一
郎
▽ 

同
・
玉
置
輝
男 

（
学
園
）
管
理
部
調
達
課
課
長
補 

佐
・
宮
崎
靜
▽
財
務
部
会
計
課
課 

長
補
佐
・
倉
地
久
美
子 

【
勤
続
二
十
五
年
】
五
人 

（
大
学
）
工
学
部
都
市
環
境
学
科 

教
授
・
岡
田
久
志
▽
経
営
情
報
科 

学
部
経
営
学
科
教
授
・
藤
井
勝
紀 

▽
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
・
梶 

川
忠
▽
計
算
セ
ン
タ
ー
事
務
室
係 

長
・
森
島
映
子 

（
高
校
）
教
頭
・
後
藤
芳
樹 

【
勤
続
十
五
年
】
十
一
人 

（
大
学
）
学
長
・
後
藤
泰
之
▽
工 

学
部
応
用
化
学
科
教
授
・
酒
井
忠 

雄
▽
経
営
情
報
科
学
部
経
営
学
科 

教
授
・
野
村
重
信
▽
経
営
情
報
科 

学
部
情
報
科
学
科
教
授
・
伊
藤
雅 

▽
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授
・ 

ロ
ー
レ
ン
ス 

ケ
リ
ー
▽
同
・
チ 

ャ
ー
ル
ス 

ケ
リ
ー
▽
同
・
ブ
ル 

ー
ス 

ボ
ー
ラ
ン
ド
▽
経
営
情
報 

科
学
部
情
報
科
学
科
准
教
授
・
ジ 

ョ
ン 

ヒ
ュ
ゲ
ッ
ト
▽
基
礎
教
育 

セ
ン
タ
ー
准
教
授
・
マ
ー
ク 

オ 

フ
ナ
ー
▽
学
生
支
援
本
部
教
学
セ 

ン
タ
ー
教
務
課
係
長
・
石
川
裕
之 

▽
入
試
本
部
入
試
セ
ン
タ
ー
入
試 

係
長
・
横
井
浩
治 

 
 

 
 
 

 
 
 

（
敬
称
略
） 

後藤淳理事長（前列右から５人目）らを

囲み記念写真に収まる永年勤続表彰者 

   

◇
人
事
異
動
◇ 

 
 

 

【
新
規
採
用
】
＝ 
月 

日 

 

（
大
学
）
工
学
部
応
用
化
学
科
教 

 

授 
 

 
 
 

 
 

釘
宮 

愼
一 

 

【
新
規
委
嘱
】
＝ 

月 
日 

 

（
大
学
）
研
究
支
援
本
部
地
域
防 

 

災
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
准
教
授 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

西
村
雄
一
郎 

 

（
大
学
事
務
局
）
助
成
課
嘱
託
職 

 

員 
 

 
 
 

 
 

川
口 

朋
代 

 

【 

退
職 

】
＝
９
月 

日 

 

学
園
人
事 

（
学
園
事
務
局
）
総
務
部
総
務
課 

事
務
職
員 

 
 

 

藤
田 

 

靜 

【 

休
職 

】
＝
６
月 

日
～ 

（
大
学
）
経
営
情
報
科
学
部
経
営 

学
科
准
教
授 

 
 

小
島 

二
郎 

【
育
児
休
業
取
得
】
＝
８
月
３
日 

～ （
学
園
・
大
学
事
務
局
）
学
園
事 

務
局
管
理
部
調
達
課
・
大
学
事
務 

局
調
達
課 

 
 

 

栗
山 

里
夏 

【 

同 

】
＝
８
月 

日
～ 

（
大
学
）
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事 

務
主
任 

 
 
 

 

田
近
み
え
子 

【
同
復
帰
】
＝
９
月 

日 

（
専
門
学
校
）
助
教
授 

 
 
 
 

 
 
 

 

中
山 

貴
子 

【
産
前
産
後
休
暇
取
得
】
＝
８
月 

 

日
～ 

月 

日
（
予
定
） 

（
大
学
）
経
営
情
報
科
学
部
経 

 

営
学
科
事
務
室
・
情
報
科
学
科
事 

務
室
事
務
職
員 

 

高
田 

奈
美 

    

◇
お
く
や
み
◇ 

 

【
死 

 

去
】 

 

（
大
学
） 

 

名
誉
教
授
・
工
藤
市
兵
衛(

く 

 

ど
う
・
い
ち
べ
え)

氏
（ 

） 

 
 

７
月 

日
死
去
。
「
お
別
れ 

 

の
会
」
が
８
月 

日
、
名
古
屋 

 

市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
形 

 

県
山
形
市
出
身
。
１
９
６
３
年 

 

９
月
愛
工
大
経
営
工
学
科
講
師 

 

に
就
任
、
同
教
授
、
工
学
部
経 

 

営
工
学
科
幹
事
、
特
任
教
授
、 

 

客
員
教
授
を
務
め
た
後
、
９
２ 

 
年
３
月
に
名
誉
教
授
の
称
号
を 

 
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

10

1 

90

14 

24

10

1 30

23
27 

27

22

12

11


